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  特別授業「夢職まさと；２０才」講演会 
                                 

                            青少年対策第二地区委員会 

                             ２０２４年１２月１１日 

 

 １２月１１日に標題の特別授業「夢職まさと；２０才」の講演会が、東大和第二中学校及

び同ＰＴＡ主催で同校の体育館で開催されました。今回講演者の「２０才のまさとさん」は 

・ ２０２３年度；４７都道府県を７５日間で３３０台に自動車の協力によるヒッチハ

イクでの制覇。 

・ ２０２４年度；北海道一周をイヤカーを引っ張って１８３日で踏破。 

 をされました。この活動(北海道一周)を「夢職まさと」の活動名で Instagram をメイン

に毎日投稿し、北海道の魅力を発信し続けました。 

 今回の講演は二中ＰＴＡ会長；前田様とのご縁から開催出来ることになり、上記の経験

から目的を持ってその実現に向かって、何をやるべきか計画を細分化して立案し、段階的

にその目標を実施して行く。人との出会いが重要で、この人との繋がりの中より新たな道

が開ける、又「断られる」事も重要で、「断られる」から次の展開があると考えれば、今自

分がここにあるのは、全てこの連続の中で存在していると考えるべきとの事です。 

 次の目標は「世界一周に挑戦します」との事ですが、その目標をどの様に実現するのか見

守って行きたいと思います。 

           全学年生徒が体育館に集合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会の挨拶 

二中 PTA会長 

；前田様 
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瀬戸雅斗様の紹介 
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北海道の大きさ(本州に比べてみる)は下図の通りでその大きさが判ります。 

、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    夏の期間は富良野のファーム富田でのアルバイト 

   行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年に１８３日をかけて４７都道府県を踏破しました。その工程は下図の通りです。 

ヒッチハイクには３３０台の車の協力がありました。 
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 そのヒッチハイクの纏めが下図の写真です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の行動があり今の自分が存在します。人との出会いの大切さを強く感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年に１８７日／３、５００Kmをリヤカー引いて踏破しました。 
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  踏破中の写真の一部、多くの感動と皆様との出会いがあり、お世話になり踏破が出来 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌を出発する時は数名の見送り、到着時は以下の写真の通り 
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               次の目標は「世界一周」との事で

す。 
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  結びの前田様の挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者へのメッセージメモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 

 「多くの地域を時間をかけて自分の足で訪ねて、人々とのつながりを深めて行く」、との

行動はヒッチハイク、徒歩及び自家用車を用いて実施されるのは昔から一部若者間で行わ

れておりますが、費用面の調達で最近はクラウドファンディングが利用されていることに

時代を感じます。「まさとさん」が今後世界一周をどの様な形で実現できるのか、世界一周

で何を学びたいのか、この旅行後にどの様な仕事をするのか、社会にどの様に貢献できる

のか多いに期待したい所です。久しぶりに元気な若者に接する事が出来ました。 
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